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■中国地方の中でも多雨地域
■千代川流域の降雨量は約2,000mmで、本川沿いでは少
なく三方の山地部で多い

流域及び氾濫域の諸元

流域面積 ：1,190km2

幹川流路延長 ：52km
流域内人口 ：約20万人
想定氾濫区域面積 ：64km2

想定氾濫区域内人口 ：約9.4万人
想定氾濫区域内資産額：約1.0兆円
関係市町村（1市3町）：鳥取市、

智頭町、八頭町、若桜町

■千代川は鳥取市中心部を流れており、下流地域は経済や文化の中心地となっている。又、河口右岸には鳥取砂丘が広がり県内最大規模の観
光地となっている。山地に取り囲まれた中央に鳥取平野が位置し、水はけが悪く、内水被害が発生しやすい地形。
■千代川流域の降雨量は約2,000mmで、本川沿いでは少なく三方の山地部で多い。

降雨特性

主な洪水被害と既定計画

国道53号

中
橋

千代川

鳥取市用瀬地区の増水状況

平成10年10月洪水

これまでの治水事業

鳥取市東町(鳥取県庁前)

昭和54年10月洪水

■

殿ダム完成（H23）

・堤防整備率(完成堤の比率:R3.3)
千代川水系(直轄区間) 約74.0％
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：国土交通大臣管理区間

：流域界

：県境

：市町村界

：整備計画対象区間
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※資産額比率
（一般資産額
等合計値）

区分
比率
（資産）

下流域 66%

中流域 31%

上流域 3%
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気象庁観測地点の年間平均降水量

（平成18年～平成27年）

千代川流域の年平均降水量分布図
（平成13年～平成27年データに基づき作成）

凡例：

大正12年9月洪水 台風 約5,700m
3
/s 215mm/2日 破損・浸水：11,097戸

昭和9年9月洪水 室戸台風 約3,200m
3
/s 199mm/2日 破損・浸水：9,005戸

昭和34年9月洪水 伊勢湾台風 約2,500m
3
/s 207mm/2日 破損・浸水： 5,555戸

昭和36年9月洪水 第2室戸台風 約2,700m3/s 180mm/2日 破損・浸水：   722戸

昭和40年9月洪水 台風23号 約2,500m
3
/s 215mm/2日 破損・浸水：   943戸

昭和41年3月：工事実施基本計画の策定　計画流量：4,700m3/s (基本高水のピーク流量：4,700m3/s)

昭和54年10月洪水 台風20号 約4,300m
3
/s 285mm/2日 破損・浸水： 1,355戸

昭和59年3月：工事実施基本計画の改定　計画流量：5,500m
3
/s (基本高水のピーク流量：6,300m

3
/s)

平成10年10月洪水 台風10号 約3,600m
3
/s 165mm/2日 破損・浸水：   201戸

平成16年9月洪水 台風21号 約3,200m
3
/s 202mm/2日 破損・浸水：    99戸

平成23年9月洪水 台風12号 約2,100m3/s 274mm/2日 破損・浸水：　 175戸
平成29年9月洪水 台風18号 約2,900m3/s 176mm/2日 破損・浸水：　　99戸
平成29年10月洪水 台風21号 約2,100m3/s 218mm/2日 破損・浸水：　　11戸
平成30年7月洪水 梅雨前線 約3,700m3/s 372mm/2日 破損・浸水：　　64戸

平成18年4月：河川整備基本方針の策定　計画流量：5,700m3/s (基本高水のピーク流量：6,300m3/s)

平成19年5月：河川整備計画の策定　計画流量：4,200m
3
/s (殿ダム調節前：4,300m

3
/s)

令和4年12月：河川整備計画の変更　計画流量：4,900m3/s (殿ダム調節前：5,100m3/s)
令和5年8月洪水 台風7号 約2,500m3/s 318mm/2日 （暫定）

１．千代川の流域及び河川の概要
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地形特性

■千代川本川の河床勾配は下流で比較的緩やか
■山地に取り囲まれた中央に鳥取平野が位置し、水はけが悪く内水
被害が発生しやすい地形
■下流の鳥取市に流域内の人口・資産のほとんどが集中
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流域の資産・人口が集中する鳥取市街地部の低い治水安全度

■千代川下流の低平地には
鳥取県東部の中心である鳥
取市街地を形成
■特に千代川と新袋川に囲
まれた地域は行政、商業の
中心地となっており、洪水に
対する安全度を高めること
が重要

岡山県

下流部断面図

凡 例

：浸水想定区域

千代川下流浸水想定区域図

100年に1度発生すると考
えられる洪水に見舞われ
た場合の浸水想定氾濫区
域を示す

鳥取県庁

鳥取市役所

千代川が氾濫
した場合には
鳥取平野の大
部分が水没

36km2の氾濫区
域に約9.4万人の
人が住んでいる。

流域図

・戦後最大洪水に対しては整備が概ね完了。
・今後は気候変動の影響により降雨量が1.1倍
程度増大した場合の目標流量に対して下流部
から整備を実施 2

１．千代川の流域及び河川の概要



千代川水系

 河川整備計画(H19.5)は、戦後最大洪水である昭和54年10月洪水と同規模の洪水が発生しても計画高水位以下で安全に流すことを
目標としている。

 変更整備計画では、昭和54年10月洪水の降雨量が1.1倍程度に増大した場合でも、洪水氾濫による浸水被害の防止が図られること
を目標としている。

河川整備計画（平成19年5月策定）の概要

対象期間：概ね20年
洪水による災害発生の防止および軽減に関しては、『人々が笑顔で安全に暮らせる
川づくり』を目指すため、戦後最大洪水である昭和54年10月洪水と同規模の洪水が
発生しても計画高水位以下で安全に流すことを目標としている。

表 基準地点および主要な地点の目標流量

図 千代川水系河川整備計画目標流量配分図

変更整備計画の概要

対象期間：概ね20年
本計画において目指す治水安全度の水準は、現行整備計画の目標である昭和54年
10月洪水の降雨量が1.1倍程度に増大した場合でも、洪水氾濫による浸水被害の防
止が図られるよう、基準地点行徳において5,100m3/s（年超過確率1/50規模）を目標
流量とします。
このうち、河道に配分する流量は4,900m3/sとし、既設の殿ダムで200m3/s調節する
ことで、洪水氾濫による浸水被害の防止を図ります。

表 基準地点および主要な地点の目標流量

図 千代川水系変更河川整備計画目標流量配分図
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２．千代川における河川整備計画
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千代川水系

 変更河川整備計画メニューは、昭和54年10月洪水の降雨量が1.1倍程度に増大した場合の対応として、低水路・中州・高水敷掘削
に加え、秋里潮止堰等の改築を実施する。

整備計画（変更）の整備メニュー

No. No. 地先名 区間 備考

堤防の整備 ① 湯所地先
袋川左岸3.2k～
3.46k

築堤

河道掘削

及び
堰改築

①
港町地先
浜坂地先

千代川0.9k～1.7k 低水路掘削

②
商栄地先
秋里地先

千代川3.5k～4.3k 低水路掘削、秋里潮止堰改築

③
古海地先
古市地先

千代川4.3k～5.5k
低水路掘削、左右岸高水敷掘
削、

古海揚水堰改築

④ 稲常地先
千代川13.5k～

14.5k
左右岸高水敷掘削、中州掘削

⑤
佐貫地先
高福地先

千代川18.9k～
19.7k

左右岸高水敷掘削、中州掘削、
徳吉堰改築、山手堰改築

⑥
八日市地先
釜口地先

千代川20.1k～
20.5k

左岸高水敷掘削、中州掘削

⑦ 釜口地先
千代川20.8k～
21.1k

右岸低水路掘削

⑧
和奈見地先
鷹狩地先

千代川21.9k～
22.3k

左右岸低水路掘削、
下井出頭首工改築

⑨
和奈見地先
鷹狩地先

千代川22.5k～
22.7k

右岸高水敷掘削

⑩
美成地先
鷹狩地先

千代川23.3k～
24.3k

低水路掘削、左右岸高水敷掘
削

⑪ 別府地先
千代川24.5k～

25.1k
低水路掘削、左岸高水敷掘削

堤防補強
(浸透対策)

① 全川
質的整備の必要箇

所
堤防の質的整備

堤防の質的整備

堤防等管理区間

①低水路掘削

②低水路掘削
秋里潮止堰改築

③低水路掘削
左右岸高水敷掘削
古海揚水堰改築

④左右岸高水敷掘削
中州掘削

⑤左右岸高水敷掘削
中州掘削
徳吉堰改築
山手堰改築

⑥左岸高水敷掘削
中州掘削

⑨右岸高水敷掘削

⑩低水路掘削
左右岸高水敷掘削

⑪低水路掘削
左岸高水敷掘削

⑦右岸低水路掘削

⑧左右岸低水路掘削
下井出頭首工改築

①築堤

野坂川

新袋川・袋川

２．千代川における河川整備計画
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令和4年12月に変更した河川整備計画に基づき、昭和54年10月洪水の降雨量が1.1倍程度に増大した場合でも、洪水氾濫による
浸水被害を防止する対応として、低水路・中州・高水敷掘削に加え、秋里潮止堰等の改築を実施する。

計画 中期計画以降

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20 R21 R22 R23 R24

計画

実際

計画 秋里潮止堰

実際

計画 古海揚水堰

実際

計画

実際

計画 徳吉堰

実際 山手堰

計画

実際

計画

実際

計画 下井出頭首工

実際

計画

実際

計画

実際

計画

実際

計画

実際

計画

実際

計画

実際
モニタリング・水質改善対策検討

● ● ●
R2以降学識懇談会にて実
施

⑪別府地先 通常 河道掘削

➈和奈見地先
～鷹狩地先

通常 河道掘削

⑩美成地先
～鷹狩地先

通常 河道掘削

➆釜口地先 通常 河道掘削

➇和奈見地先
～鷹狩地先

通常 河道掘削・堰改修

⑤佐貫地先
～高福地先

通常 河道掘削・堰改修

⑥八日市地先
～釜口地先

通常 河道掘削

環
境
整
備

水環境 袋川水質改善

包括協定共同研究で
検討中

事業再評価

③古海地先
～古市地先

通常 河道掘削・堰改修

④稲常地先 通常 河道掘削

⑫湯所地区 通常 築堤

【質的整備】 質的整備 通常 浸透対策等

①港町地先
～浜坂地先

通常 河道掘削

②商栄地先
～秋里地先

通常 河道掘削・堰改修

備考

千
代
川
河

川
整
備
計
画

【河道整備】
●概ね1/50規模対応
（行徳観測所：約
4,900m3/s）

整備目標 整備メニュー
当面7年 ～概ね10年（中期） ～概ね20年（長期）

河道掘削で発生する土砂を質的

整備箇所やサンドリサイクルに流

用し残土処分にかかる費用のコ

スト削減を図る
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２．千代川における河川整備計画



千代川水系

千
代
川

R6年度着手（R6施工量30千m3）
総掘削土量：約120千m3

３．河道掘削（港町地区・浜坂地区）
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施工状況 残土は鳥取砂丘等へサンドリサイクル

※令和6年度千代川港町地区浚渫工事

※令和6年度千代川港町地区浚渫工事

土運船

汚濁防止

３．河道掘削（港町地区・浜坂地区）
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■気候変動を踏まえた変更整備計画目標流量の安全な流下のため、流下阻害となる秋里堰潮止堰及び古海揚水堰の統合を踏まえた改築を検討

▲鳥取駅

▲鳥取市役所

▲鳥取河川国道事務所

古海揚水堰

秋里潮止堰

（農水）大井手土地改良区
・約2.83m3/s（慣行）

（工水）企業局
・表流水 0.232m3/s

（農水）秋里江津土地改良区
・約0.16m3/s（慣行）

三洋製紙
・伏流水0.015m3/s

イオン鳥取北▲

秋里潮止堰古海揚水堰

3.0K

4.0K

４．秋里潮止堰・古海揚水堰改築事業
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8月15日 18時頃■千代川水系千代川（用瀬水位観測所付近）

出水状況
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水位(m) 既往洪水での千代川（用瀬水位流量観測所）における水位

計画高水位（4.96m）

氾濫危険水位（4.00m）

避難判断水位（3.20m）

氾濫注意水位（3.00m）

水防団待機水位（2.00m）

■水位の上昇に合わせて、洪水予警報及びホットライン等を遅れることなく実施 ■災害復旧支援
・令和5年8月の台風7号による被害のあった地域に照明車（2台）を派遣

鳥取市佐治町尾際
（国道482号）

鳥取市河内
（県道281号）

観測史上最高水位
4.31m（8/15 17:20）

平常時

■等雨量線図（統一河川情報システム レーダ雨量より）
・佐治観測所（国）において日雨量（8月15日）が観測史上最大の585mmを記録

時間雨量 累加雨量 単位mm
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５．令和5年8月15日の台風7号の対応



６．河川改修による治水効果
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